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本
稿
で
は
、
区
の
東
端
部
に
お

い
て
在
住
外
国
人
の
急
増
を
契
機

と
し
た
、
日
本
人
と
外
国
人
が
共

に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
、「
多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
に
つ
い
て
述
べ

て
い
き
た
い
。

１  �

多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
と
は

　

南
区
は
市
内
18
区
中
３
番
目
に

外
国
人
が
多
く
居
住
し
て
い
る
。

特
に
寿
東
部
地
区
に
お
い
て
は
、

中
国
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ

ト
ナ
ム
、
台
湾
等
の
外
国
人
居
住

者
の
割
合
が
20
・
４
％
（
平
成
30

年
12
月
末
時
点
、
全
市
２
・
６
％
、

南
区
５
・
２
％
）
と
、
非
常
に
高

い
状
態
に
あ
り
、
言
語
や
生
活
習

慣
の
違
い
、
自
治
会
・
町
内
会
加

入
率
の
低
下
、
活
動
の
担
い
手
の

日
本
人
へ
の
偏
り
、
ご
み
の
分
別

等
生
活
ル
ー
ル
の
不
徹
底
、
地
域

の
小
学
校
へ
の
影
響
等
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ
い
て
戸

惑
い
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
背
景
に
、
南
区
で
は

寿
東
部
地
区
を
対
象
と
し
た
３
年

間
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
多
文

化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

を
平
成
29
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
南
区
役

所
、
国
際
局
、
教
育
委
員
会
事
務

局
、
横
浜
市
国
際
交
流
協
会
の
連

携
に
よ
り
、
み
な
み
市
民
活
動
・

多
文
化
共
生
ラ
ウ
ン
ジ（
以
下「
み

な
み
ラ
ウ
ン
ジ
」）
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
の
強
化
を
通
じ
て
、

地
域
で
暮
ら
す
日
本
人
・
外
国
人

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
組
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
異
文
化
理
解
や
外

国
人
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
既
存
の

施
策
か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、
日
本

で
生
活
す
る
外
国
人
と
、
彼
ら
を

受
け
入
れ
る
地
域
社
会
の
双
方
に

寄
り
添
い
共
に
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
事
業
で
あ

る
。

２  �

南
区
に
お
け
る
共
生
を
手
探

り
し
て
い
く

　

モ
デ
ル
事
業
の
中
で
始
め
に
区

役
所
と
み
な
み
ラ
ウ
ン
ジ
が
行
っ

た
の
は
、
日
本
人
住
民
と
外
国
人

住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
あ
っ

た
。
地
域
と
の
「
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
」
を
通
じ
、
双
方
の
生

の
声
を
聴
く
こ
と
で
課
題
解
決
へ

の
手
が
か
り
を
探
る
こ
と
と
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
区
役
所
が
自
治
会
・

町
内
会
と
関
わ
る
機
会
は
数
多
く

あ
っ
た
が
、
対
象
が
外
国
人
と
な

る
と
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
ほ

と
ん
ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
寿
東
部
地
区
内
に

立
地
し
、
外
国
籍
・
外
国
に
つ
な

が
る
児
童
が
５
割
を
超
え
る
南
吉

田
小
学
校
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な

が
ら
、
外
国
人
保
護
者
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。

　

一
方
、
み
な
み
ラ
ウ
ン
ジ
の
ス

タ
ッ
フ
は
寿
東
部
地
区
の
定
例
会

に
毎
月
参
加
し
、
地
域
の
現
状
や

要
望
等
を
伺
い
な
が
ら
支
援
を
重

ね
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
町
内
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
や
ご
み
の
分
別

に
関
す
る
掲
示
物
を
地
域
と
共
に

作
成
・
翻
訳
し
、
地
域
の
広
報
紙

で
は
日
本
語
と
中
国
語
の
コ
ラ
ム

を
担
当
す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
、
日
本
人
・
外
国
人
双

方
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
進
め

て
い
っ
た
。
ま
た
、
寿
東
部
地
区

の
自
治
会
・
町
内
会
に
対
し
て

も
、
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
る
こ
と

や
地
域
の
現
状
に
つ
い
て
、
外
国

人
と
同
様
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

り
、「
日
本
の
生
活
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
知
っ
て
ほ
し
い
」、「
南
区

の
ま
ち
を
知
り
、
愛
着
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
日
本
人
の
ニ
ー

ズ
と
、「
日
本
で
の
暮
ら
し
方
を

知
り
た
い
」
と
い
う
外
国
人
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

３   �
地
域
住
民
の
思
い
を
外
国
人

に
届
け
る
「
南
区
生
活
の

　

  �
し
お
り
」「
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
ニ
ー

ズ
を
取
組
に
反
映
さ
せ
る
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
行
政
手
続
だ
け
で

な
く
、
住
居
や
交
通
ル
ー
ル
な
ど

来
日
初
期
の
生
活
に
必
要
な
知
識

や
、
地
域
の
魅
力
な
ど
の
情
報
を

体
系
的
に
と
り
ま
と
め
た
冊
子
の

作
成
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
横
浜

市
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
南
区
役

所
、
国
際
局
、
教
育
委
員
会
事
務

局
、
み
な
み
ラ
ウ
ン
ジ
が
ア
イ
デ

ア
を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
に
関
わ
る
部
分
を
担
当
し
、
掲

載
す
る
情
報
を
検
討
し
た
。
ま

た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
日
本
人

か
ら
意
見
が
出
た
「
自
治
会
・
町

内
会
の
役
割
や
活
動
を
知
っ
て
ほ

し
い
」、
外
国
人
か
ら
意
見
が
出

た
「
母
国
と
生
活
ル
ー
ル
が
違

う
」、「
ご
み
の
分
別
が
難
し
い
」

な
ど
の
声
も
内
容
に
反
映
さ
せ

執
筆佐

々
木　

亮
介

南
区
区
政
推
進
課
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調
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光
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35
た
。
試
作
版
が
で
き
た
段
階
で
改

め
て
地
域
の
外
国
人
に
読
ん
で
も

ら
い
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と

に
修
正
を
重
ね
な
が
ら
、
全
54

ペ
ー
ジ
の
冊
子
「
南
区
生
活
の
し

お
り
」
が
完
成
し
た
。

　

英
語
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
、

タ
ガ
ロ
グ
語
へ
の
翻
訳
は
、
南
区

在
住
・
在
勤
な
ど
南
区
に
関
わ
り

の
あ
る
日
本
人
・
外
国
人
12
名
で

行
い
、「
で
き
る
だ
け
堅
苦
し
く

な
く
、
外
国
人
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
い
文
章
」
を
念
頭
に
進
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
日
本
語
の
冊
子
に

つ
い
て
は
市
民
局
広
報
課
の
協
力

の
も
と
、
外
国
人
に
伝
わ
り
や
す

い
表
現
を
関
係
部
署
と
共
に
検
討

し
、
や
さ
し
い
日
本
語
へ
の
書
き

換
え
を
行
っ
た
。

　

こ
う
し
て
完
成
し
た
「
南
区
生

活
の
し
お
り
」
は
、
住
民
登
録
を

す
る
た
め
に
区
役
所
を
訪
れ
た
外

国
人
に
対
し
、
母
語
に
合
わ
せ
て

戸
籍
課
の
職
員
が
手
渡
し
で
配
付

し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
南
区
生
活
の
し
お
り
」

の
発
行
と
合
わ
せ
て
行
っ
た
の
が

「
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
冊
子
の
内
容
を
対
面
で
説

明
し
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
の
取
組
で
あ
る
。
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
資

源
循
環
局
南
事
務
所
が
ご
み
の
見

本
を
用
い
た
パ
ネ
ル
を
、
南
区
総

務
課
が
災
害
時
に
必
要
と
な
る
防

災
用
品
一
式
を
用
意
し
、
よ
り
伝

わ
り
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
を

行
っ
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
参
加
者

の
母
語
で
説
明
を
行
う
た
め
、

「
割
っ
て
し
ま
っ
た
皿
は
ど
の
よ

う
に
捨
て
る
の
か
」、「
防
災
用
品

は
ど
こ
で
買
え
る
の
か
」、「
公
園

の
花
植
え
な
ど
に
興
味
が
あ
る

が
、
町
内
会
は
外
国
人
で
も
入
れ

る
の
か
」
な
ど
、
参
加
者
か
ら
の

質
問
が
飛
び
交
っ
た
。
ま
た
、「
南

区
の
祭
り
に
参
加
し
て
み
た

い
」、「
南
区
の
美
味
し
い
ス
イ
ー

ツ
を
買
い
に
行
き
た
い
」
な
ど
の

声
も
上
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
外
国
人
に
日
本
で

の
暮
ら
し
方
や
南
区
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
で
、
来
日
初
期
の
暮
ら

し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
共
に
、
外

国
人
を
受
け
入
れ
る
側
で
あ
る
地

域
住
民
の
戸
惑
い
の
軽
減
を
目
指

し
て
い
る
。

４  �

日
本
人
と
外
国
人
を
橋
渡
し

す
る
「
多
文
化
お
茶
会
」

　

次
な
る
取
組
と
し
て
行
っ
て
い

る
の
が
、
地
域
で
暮
ら
す
日
本
人

と
外
国
人
の
顔
合
わ
せ
の
場
「
多

文
化
お
茶
会
」
の
開
催
支
援
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
接
点
が
な

か
っ
た
日
本
人
と
外
国
人
が
「
顔

見
知
り
の
ご
近
所
同
士
」
に
な
る

き
っ
か
け
づ
く
り
で
あ
り
、
地
域

の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
考
え
る

外
国
人
と
地
域
住
民
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
、
今
後
の
地
域
活
動
の
担

い
手
発
掘
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
現
在
ま
で
に
２
回
開
催
し
、

外
国
人
か
ら
は
「
日
本
の
生
活
に

合
わ
せ
、
地
域
に
溶
け
込
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
」、「
南
区
に
住
ん

で
い
る
私
た
ち
に
、
こ
こ
が
我
が

家
だ
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
」、

日
本
人
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
外
国

人
と
き
ち
ん
と
話
を
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、
今
日
は
多
く
の
こ

と
を
学
べ
た
」、「
外
国
人
も
こ
の

地
域
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
や
、

町
内
会
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、

外
国
人
も
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に

考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
方
と
手
を
取
り
合
っ

て
、
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
お
茶
会
で
連
絡
先
を
交
換

し
た
こ
と
を
機
に
、
町
内
会
長
が

地
域
の
外
国
人
を
祭
り
に
誘
う
な

ど
、
い
く
つ
か
の
交
流
が
生
ま
れ

て
い
る
。

５  

今
後
の
方
向
性

　

国
の
施
策
に
お
い
て
、
外
国
人

材
の
受
入
れ
が
始
ま
り
、
今
後
も

在
住
外
国
人
が
増
加
す
る
こ
と
は

容
易
に
予
想
さ
れ
る
。
横
浜
市
国

際
戦
略
の
中
で
も
多
文
化
共
生
に

よ
る
創
造
的
社
会
の
実
現
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
急
激
に
増
え
る

地
域
で
は
、
南
区
が
経
験
し
て
い

る
よ
う
に
、
戸
惑
い
が
生
じ
る
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
南
区

が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て

き
た
、
日
本
人
、
外
国
人
双
方
に

寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
す
る
取

組
を
他
の
地
域
、
他
区
で
も
展
開

し
て
い
く
こ
と
で
、
目
指
す
べ
き

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
が
果
た

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

南区生活のしおり

多文化お茶会の様子

生活ガイダンスの様子

アンケート及びヒアリングより一部抜粋 

【外国人：南区での生活や地域との関わりについて】 

・ 生活上の制度が分からず困っている。 

・ 日本語がある程度できる外国人は、友人、インターネット、テレビ 

など様々な媒体を通じて生活情報を得ている一方、日本語が難しい外 

国人は、友人、職場、親族など、人づてに情報を得る傾向が強い。 

・ 通訳がいれば、日本人と交流したい。 

【日本人：外国人の急増に対して感じていること】 

・ 暮らし方の習慣が違うので違和感をもつ。 

・ 自治会・町内会の役割を伝え、活動に参加してもらい、まちを好き 

になってもらいたい。 

・ 日本社会の暮らし方を伝えることが必要。 

 


